
岐阜大学医学部附属病院・薬剤部 
医薬品情報管理室 
（内線７０８３） 

 
２０１４ Ｎｏ．５ 平成２６年２月６日発行 
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 di8931@gifu-u.ac.jp（担当：安田） 



－1－ 

 

2 月 7 日(金)より、電子カルテにおける新たな医薬品情報検索システムとして、 

「JUS D.I.」の運用を開始致しますので、ご案内致します。 

本システムは、病院で処方したり使用されたりする医療用医薬品の医薬品情報(Drug 

Information：DI)を、電子カルテ端末から利用出来るようにしたシステムです。これまで

も、当院の電子カルテでは処方オーダ時の薬品情報検索機能を有しておりましたが、院内

の医薬品に限られている、情報量が少ない、最新情報が表示されないなど、近年の臨床現

場における医薬品情報ニーズには十分な対応が出来ていない現状でありました。 

本システムを使って実施出来ることは、 

１）全医薬品の最新情報（添付文書、インタビューフォーム、薬価、外観等）の閲覧 

２）入院患者の持参薬鑑別 

３）医薬品相互作用のチェック 

４）薬剤部から発信する医薬品に関する情報の掲載 

等です。 

今後、JUS D.I.について、薬剤師だけでなく、医師・看護師や他の医療スタッフの日常

業務においても有効に活用して頂けるよう、本システムの利用方法を以下に示しましたの

で、ご活用下さい。なお、不明な点につきましては、薬剤部・医薬品情報管理室(内線

7083、担当：安田)までご連絡下さい。 

電子カルテにおける JUS D.I.(医薬品情報提供システム) 

の運用開始と利用方法について 
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【JUS D.I.の利用方法について】 

１．医薬品情報の検索・閲覧 ························· P3 

２．持参薬の鑑別 ········································ P7 

３．相互作用のチェック ······························ P12 

４．その他の機能 ······································· P15 
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１．医薬品情報の検索・閲覧 

 

○医薬品の検索・特定 

処方入力画面からの利用の場合（主に医師のみ利用可） 

方法 1）入力した薬品上の右クリックメニューから「薬剤情報」を選択して、該当薬品の DI 情報を

表示する。 

方法 2）入力した薬品上の右クリックメニューから「薬品検索」⇒「DI 検索」を選択するか、あるい

は処方メニューの「DI 検索」を選択すると、JUS D.I.の検索画面が表示されるので、検索に

より該当薬品の DI 情報を表示する。 

 

ツールメニューからの利用の場合（全スタッフが利用可） 

方法 3）カルテのツールメニューの中の「記録」⇒「D.I.」を選択すると、JUS D.I.の検索画面が表示

されるので、検索により該当薬品の DI 情報を表示する。 

  

JUS D.I.の該当薬品の

画面が表示される 

(⇒P6・医薬品情報の

見かたへ)。 

JUS D.I.の検索画面か

ら該当薬品を検索して

表示する(⇒P4・ JUS 

D.I.検索画面からの医

薬品検索へ) 

JUS D.I.の検索画面か

ら該当薬品を検索して

表示する(⇒P4・ JUS 

D.I.検索画面からの医

薬品検索へ) 
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JUS D.I.検索画面からの医薬品検索 

1）INDEX 検索 

画面に五十音ボタンが表示されるので、検索する医薬品の名称をマウス操作でクリックして入力

(3 文字程度)し、「検索」を押下することで候補医薬品が一覧表示される(表示される医薬品名の

左列には当院の採用区分[ 院内、 院外、 緊急]が、右側には会社名、薬価が表示される)。

該当する医薬品情報を表示するには、 (医薬品情報)アイコン又は (PDF)アイコンをクリック

することで、詳細情報が表示される(詳細は P6・医薬品情報の見かたへ)。なお、検索範囲を「全

採用薬」から「全登録薬」へ切替えることで、当院で採用されていない医薬品についても検索可

能である。 
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2）詳細検索 

・検索条件に販売名や一般名を直接入力することで候補医薬品が表示される。 

・薬効分類から該当する分類を選択することで候補医薬品が表示される。 

・添付文書項目から該当する項目を選択しキーワードを入力して検索する。複数項目から薬品を

絞る場合は AND 検索や OR 検索が可能である。 

・その他、安全性情報の記載、会社名、各種汎用コード、改訂年月、経過措置、投与経路、規格、

薬価、規制区分や、これらの組合せでの検索が可能である。 

（医薬品情報の表示方法や検索範囲については前述と同じ） 

 

3）全文検索 

添付文書中の全項目を対象に、複数のキーワードを利用して AND、OR、NOT 検索により医薬品

を抽出する方法である(上級者向け)。 
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○医薬品情報の見かた 

医薬品の検索・特定により詳細情報が表示される。画面右側には添付文書情報(薬効分類、貯法・

使用期限、規制区分、警告、禁忌、効能・効果、用法・用量、慎重投与、重要な基本的注意、相互作

用、副作用、妊産婦・授乳婦への投与、小児等への投与、等)が、画面左側には製品情報、薬理作用

別分類、剤形写真、インタビューフォームへのリンク等が表示される。画面左上部(薬品名の下)の各

種アイコンを選択することで画面右側の表示を以下の形式に変更することも出来る( ：テキスト全

文情報、 ：テキスト選択項目情報、 ：直近 2 回の改訂部分情報、 ：PDF 全文情報)。 

  

添付文書情報
製品情報 

薬理作用別分類 

剤形写真 

インタビューフォーム 

【テキスト選択項目情報】

【PDF 全文情報】
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２．持参薬の鑑別 

 

➊ P4～5 の手順により JUS D.I.の画面を表示してから、「持参薬管理/薬剤鑑別」を選択する。 

 

➋ 検索条件の各項目(本体・包装コード、色、剤形、会社名、販売名)に識別する医薬品の情報を入力

して、「検索」を行うことで候補医薬品が一覧表示される(一包化された錠剤等については本体・

包装コードから、お薬手帳や薬品情報紙がある場合は販売名から検索出来ることが多い)。一覧か

ら該当する医薬品が確定できたら「確定」を選択する。 
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➌ 複数の医薬品がある場合は➋を繰り返し行い、確定薬剤に該当薬品を登録する。各医薬品の販売名

を選択すると医薬品情報を表示することも出来る。 

 

➍ 確定薬剤の用法・備考列の「入力」を選択すると用法用量・備考入力ウィンドウが表示される。必

要に応じて用法、用量、単位を入力し、「登録」を選択することで保存される(登録すると「入力」

ボタンは「修正」に変更される)。 
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➎ 確定薬剤の左列に採用区分[ 院内、 院外、 緊急]が記載されている。採用区分に“ 院内”の

表示がない医薬品は院内処方が出来ないため、必要に応じて代替薬を検索する。同効薬列の「検索」

を選択すると同効薬ウィンドウが表示され、当院採用(院内・院外を含む)の同一成分薬が自動表示

されるので、院内区分のある医薬品の中から代替薬を選択して設定する(設定されると同効薬列に

代替薬が表示される)。同一成分薬がない場合は、同効薬ウィンドウの左欄の薬効一覧を上方向に

遡ることで類似薬効薬が表示されるので、代替薬を選択して設定する。 
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➏ 対象薬の検索・登録の完了後、「持参薬管理表作成」を選択する。持参薬管理表作成ウィンドウに

て、必要に応じて患者 ID、患者氏名、診療科、病棟、市販薬、健康食品、嗜好品、連絡事項等を入

力し、作成者情報を入力し、追加情報の設定(剤形写真 1＝写真 1、剤形写真 2＝写真 3 が望ましい)

を行う。「作成」を選択して「ファイルを開く」と持参薬管理表の PDF ファイルが作成されるので、

必要に応じて指定のプリンタから出力する。 
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【持参薬管理表】 
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３．相互作用のチェック 

 

本システムでは手入力(処方オーダと連動はしていない)による相互作用チェック機能を有している

ので紹介する。マニュアルで個々の医薬品を登録してチェックする方法と、持参薬検索結果からチェ

ックする方法がある。 

 

個々の医薬品を登録してチェックする方法 

➊ P4～5 の手順により JUS D.I.の画面を表示してから、「相互作用」を選択する。 

 

➋ 医薬品・食品名や一般名等の検

索から候補医薬品等が表示され

るので、該当医薬品等が表示さ

れたら「確定」する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➌ ➋を繰り返して該当する全ての

医薬品等が確定出来たら、「相

互作用チェック」を選択する。 
  



－13－ 

➍ チェック結果として、マトリク

ス表示、一覧表示、詳細一覧表

示が選択出来る。表示される薬

品名と数字を参考に、併用禁忌、

原則併用禁忌、併用注意とその

理由を確認する。結果について

は、必要に応じて印刷すること

も出来る。 
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持参薬検索結果からチェックする方法 

 

➊ P10 等の持参薬検索結果を利用して相互作用チェックを行うことが出来る。持参薬検索の完了後、

「相互作用チェック」を選択する(同効薬を含める場合は、「同効薬含む」をチェックする)。 

 

➋ チェック結果をマトリクス表示、一覧表示、詳細一覧表示のいずれかで表示できる。表示される薬

品名と数字を参考に、併用禁忌、原則併用禁忌、併用注意とその理由を確認する。結果については、

必要に応じて印刷することも出来る。 
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４．その他の機能 

 

１．更新情報 

新規登録・更新・削除された医薬品情報が更新日付ごとに表示されるので、最新情報の把握に利

用されたい。 

 

２．お知らせ（薬剤部からのお知らせ） 

薬剤部からのお知らせ（DI ニュース、重要な安全性情報等）を随時掲載するので、確認をお願い

したい。 
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